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(germ.*Sua此ones)、f白j 族 (germ.*hwita -)の意に解する見方がある (Schroder)。こ
れら三種の色名がはたして女神にまつわる儀礼の役割り分担を意味するのか、あるいは「リ














る crコリント後書J12・4)。同系語の OE. wangが「水豊かな光輝く野j を意味し、
古ゲ、ルマンの「楽園jの基本概念を有していることについては既に詳論した(水野 1984)。





ノルウェ一語 vangは、しばしば seteri (夏期の)山間の酪農場」の周辺に広がる「放
牧地;夏期の牧野」を意味している (Haugen，471)。たとえば Vang(Hedmark地方)、
Vangen (Sogn地方)、あるいは Evanger(Hordaland地方)などの地名に用いられてい
る。 Leikanger(Mのreog Romsdal地方の Stadlandet岬およびソグネ・フィヨルド)や
Leikong (Gurski島)は、 ON.leikvangir r (家畜の遊ぶ)放牧地J(複数形)に由来して
いる (Sandnes& Stemshaug， 202)。ノルウェーのこれらの-vang (r) 地名は、海辺や
フィヨルドの近辺、もしくは河川や湖水などの「水辺」から少し離れた所に位置して
おり、「水辺の放牧地j を基本義として確定できる。
ノノレウェーの地名では、 -heimr，-land， -ey， -vik， -hof， -holl， -vinなどがニョ
ルズ名と結びつくことが指摘されているが (Elgqvist1952， 57)、地名学者たちはとく




ウスの numen r神性J を「湖水にて洗い清める」という『ゲ、ルマーニア~ 40章の記録
を想起させ、とくに興味深い。
E. エルグ、クヴィストの精綴な地名研究によれば、異教の神名*Ullinnが地名に用い
られた例は比較的少数だが、ノルウェーでは ON. akr r耕地J、hofr異教の聖域Jのほ
かに、 ON.vangr r (牧)草地」と結びついた例がある。 Ullensvangという地名 (Hordaland
地方)は「教会敷地の周辺の野原Jを表わしているが、 *Ullinnという古き神名が第 1
要素となっていることから、より古くは「異教時代の民会の場j を指していたと解さ
れている (Elgqvist1955， 26)。ちなみに ON. all-vangrは almanna-vangrの短縮形

















野外の「決闘の場」が holm-stefnaと表記されているのに対して (Skm 24)、ゲイノレ
ロズとの「対戦」は leikrの名で呼ばれ、後述するように、ゲイノレロズの館の中で行
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なわれており (Skm26)、区別されていたようである oholmr r決闘」は当然、 holm-ganga























するが、先述した almanna-vangr(all-vangr)が almanna-tingr全体集会J(alting) 
と造語上対応しているのは明らかである。 ON.ting-vollr r民会の野j の語にも代表
されるように、古時代の民会・集会は野外にて行なわれた(マン島の Tynwaldとシェ






































いて、「その“大いなる水" (flod) の領域を 50年も統治していたJと記されている




2 ) 1主君ヒュイェーラークよ、 多くの人々にとって
かの大いなる“会戦" (gemeting) は もはや隠れもなきこととなっています、






















られた (Kristjansson，14)。その後も 1798年まで、毎年 6月に人々が参集し、約
2週間を費やして、さまざまな係争や訴訟を討議し、また法を発布する、野外の国民議
会としての機能を果たしてきた (Torsteinsson，3)。現代にいたるまでもシングヴ、ェト
リルは、たとえばアイスランド共和国の独立宣言 (1944年 6月 17日)にも代表される
ように、数々の最重要な事項を審議し、歴史的な決定を下す聖地であり続けたのであ
る (Hjarmarsson，160)。シングヴェトリル湖(古名はオルヴス湖)に注ぐオクサル川




さて、エッダ詩において ON.vollr i野;平原Jの用例を見ると、その 16例のすべ
てが「激闘;死;流血Jのニュアンスをともなっている。「ハーヴィの語り Jの 2例の
みは一見例外であるかにみえるが (Havamal〆 11& 49)、Valfodri戦死者の父」と称さ
れた犠牲神オージンが旅する「野Jとみなせば、これらも例外とはならない。ここで
































49)。そこへと至る前にヘルモーズは、「冥府の囲壁 (He1 gr indr)を取り巻く」ギョッル
)1 (Gylf 4)を通過している。 4)と5)の記述を統合すると、ヴァルホッルの周辺に、
戦闘と死のイメージが濃厚な vollr野」が広がり、そのー画にパルドルの死を招く宿
り木が生い育っているのだが、近傍の地に流れる水のイメージがひそんでいるようで
























められる。「スルトとあの優しき神々が戦闘 (vig) を繰り広げる野 (vollr)は何と呼
ばれているか ?J という巨人ヴァブスルーズニルの問いに対して、オージンは、その











結するさまが、“okeiga tau ting saman" rこうして彼らはともに tingを開くのだj と記
され、「会戦の火蓋を切るj ことを表現している (Gylf51)。ここでは samanは「相とも






神々が参集する tingの場で殺されている (Gylf 49)。パルドルはmannhringr r輪形に
取り囲んだ神々 Jの「真ん中j で、いわば「神々の犠牲者」として葬り去られていると解
した(拙著 2002b，286 -305)。ちなみに神々は、世界樹ユッグドラシルの根の下にある
Urdar brunnr rウルズ(運命)の泉j という「きわめて“神聖なる"(heilagr)泉Jにお
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った。その名前 Unnrが udrr波j を意味し、 vinrr友愛の土j に関連があるオージン











(Turville-Petre， 84 -95)。ソールが megin-gjardarrカの帯Jを身にまとうと、そ
のお-meginr神の力j が倍増すると伝えられている (Gylf21)。かれの母は Jordr大
地j の名で呼ばれていた。ソールによって外化される megin-gjardarは、内在する
jardar-megin r大地の豊鏡力」の発現とみなされていたにちがいない。さらに haddr















































































































































通の概念を仲介としながら、根底で結びついていたと思われる。 ON.leikrと OE.lac 
の関連語葉について、「波の上で揺られる舟の動き、空を上昇したり下降したりす
る烏の飛湾、揺らめく炎の動きなどJを表し、そのような活動の概念が「ゲーム、




にいたったとされる (Grimm，32) 0 OHG. leihが r旋律;歌j の意で用いられ、 Go.










は、 seidrという呪術を駆使して「人心 (hugr) をたぶらかすJことを意味してい
るが、その直後に、「淫らな女たち」がその呪術に熱狂し、錯乱状態に陥ることが
記されている。ちなみに Go.laikanは「跳び、はね、うごめく jを意味し、“聖霊に








B， 1， 132) 。またハラルド美髪玉に仕えた詩人くわたり鶏の>ソールピョルンが、
砂地で討たれた者はFriggの夫(片目のオージン)のところへ送られる、と歌ってい









イノレロズの体を突き抜け、さらには壁を突き破って「外のあの大地J(utan i jordina) 
にめりこんだという記述は無視できない。この表現でもって、両者の決闘の語りが忽
然と終わり、詩人エイリーヴ・グズルーナルソンがこの「故事」にちなみ、「ソールへ
の讃歌J(Torsdrapa) を創作した、と付言されている (Skj. B， 1，139-44参照)。
















の地j を明示する hõlmr である (Brennu~何'áls saga， 265)。










(Stromback， 121)、グンネルは「カーリ(フルートの息子で 12歳)が leikr(所定の
儀式と呪歌をふくむ魔術)をかけられて、眠らされたJ話 cwラクス谷の住民のサガ』












































Gylf: Gylfaginning Skm: Skaldskaparmal Skj: Skjaldediktning 
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